
石狩川流域　湿地・水辺・海岸ネットワーク

（特非）　日本オランウータン・リサーチセンター

石狩川流域にわずかに残る湿地環境・文化
をネットワークの力で守り育てる

マレーシア・ダナムバレイ保護区における
オランウータンの長期調査を基盤とした、
人材育成と普及啓発事業

サポーターの増加 10 人

湿地文化WS参加者数 20 人

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 30 ％

生息密度調査の実施
期間 10 か月
報告書・セミナーなど
での成果報告 4 回

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 40 ％
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活動内容と成果
① ネットワークへの新規加入　サポーター 10人増、事務局1人増
② 定期的な事務局会議の開催／事業収益向上に向けた企画立案
③ 未保全湿地の調査／湿地調査WSの開催
　● 未保全湿地調査1回、湿地調査探索会（湿地調査WS）の開

催。27人参加
④ 残存文化調査の実施
　● 湿地文化WS「湿地文化体験～湿地に生えるスゲで〆縄を作

ろう～」開催（20人）
⑤ 湿地保全の必要性や可能性を伝えるツール作成
　●PR動画の作成
⑥ フォーラムの開催
　● しっちフォーラムを開催した（計53人の参加）、オンライン

配信も行い約40人が視聴

活動内容と成果
ボルネオ島マレーシア領サバ州にあるダナムバレイ保護
区には、約500頭のオランウータン（Pongo pygmaeus 
morio）が生息している。この地域のオランウータンを対
象に、生息密度調査と果実量調査を毎月行う予定であっ
た。新型コロナウイルス感染症の影響により海外渡航が
禁止されたために、助成期間の1年間は日本人研究者らが
現地に行き調査を行うことができなかった。しかし、現地
スタッフによるオランウータンの長期調査は、規模は縮
小したものの、ロックダウンの期間以外は実施すること
ができた。そして、乏しいデータからの推測ではあるが、
オランウータンの生息数に大きな変化は起こっていない
ことを確認できた。これらの成果を、セミナーや学会で報
告、また学術雑誌への話題提供として投稿した。

課　題
保全団体の脆弱な組織基盤、守るべき湿地及び文化
の未把握と、湿地への理解の不足／湿地保全に関わ
る人が少ない。

目　標
人／団体／文化／地域が持続することで、湿地の
様々な生態系サービスをだれもが享受し、石狩低地
帯に残存するわずかな湿地が劣化・減少せず、湿原
再生を実現する。

課　題
ダナムバレイ地域に生息するオランウータンを長期
生存可能な個体群として維持する。

目　標
地元の関連組織からの理解と協力を得ながら、ダナ
ムバレイ地域に生息するオランウータンの生息密度
を調べるモニタリング調査を毎月行う。
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■苦労した点
新型コロナウイルスの影響で当初予
定していた活動が実施できなかっ
た。

■工夫した点
オンラインを活用して新型コロナウ
イルスの影響のなかでも活動が実施
できるよう心掛けた。

■苦労した点
保護区へ入る際には、現地スタッフ
はPCR検査を受け、陰性証明書を用
意する必要があった。

■工夫した点
現地の関連組織の代表と頻繁に連絡
を取り合い、常に変化する現地の感
染状況に合わせて、現地スタッフの
活動内容を決めた。

● オンラインの活用を前年度よりも増やし、市民との交流の機会を増やすことで湿
地の魅力をより多くの人たちに伝えられるようにする。
●作成したPR動画を活用してオンラインを通じた湿地の魅力の周知を図っていく。

ダナムバレイでは、外国人の渡航制限によってエコツアー事業は閉鎖され、壊滅的なダメー
ジを受けている。その損害は大きく、1-2年程度で元に戻れるものではない。今後は、オラン
ウータンの調査活動と並行して、現地の観光業復興を支援したいと考えている。
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しっちフォーラムの「しめっちトークショー」しっちフォーラムの「しめっちトークショー」

オランウータンの親子オランウータンの親子

スゲを使った〆縄ワークショップスゲを使った〆縄ワークショップ

オランウータン生息密度調査中のオランウータン生息密度調査中の
現地スタッフ現地スタッフ
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